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E®ect of Wiki as method of student's
information sharing and exchange
SHO MURAKI y YOSHIAKI MIMA y
y Future University - Hakodate　
At the ¯nal year of thier univerisity life, many university students are assgined the graduation
study. It is natural that most of the students are not familier with how to proceed the research.
We thought, if students can share the information about their studies, their environment for doing
graduation study will be improved. We provided Wiki sites to some groups of students. On this























































ンである。Puki Wiki2) は yu-ji氏によって開発さ







































































































































































































































図 8より 17名中 14名が週に一度はWikiを
閲覧していることが分かり、学生のWikiに対
する関心度は高いものだと考えられる。
2. Wikiを閲覧するタイミングはいつか
「ページを更新するついでに」や「何気なく」
といった回答が多く、意欲的にWikiを見るの
ではないことがわかった。しかし、少数である
がブラウザの起動時のページにしているWiki
の利用に関して意欲的な学生もいた。
3. 他のメンバーのWiki上での動きが気になるか
17名 12名が気にしていると答えた。他のメ
ンバーの動きが見えることで学生に何かしら
影響を与えていると考えられる。
4. Wikiをどれくらいの頻度で更新するか
図 9: Wikiの更新頻度
図 9より更新頻度にはばらつきが目立った。図
8よりほぼ毎日閲覧している学生が多いにも
5
関わらず、毎日更新している学生がいないと
いう結果が得られた。閲覧は気軽に行えるが、
更新となると敷居が高く感じられることが原
因なのではいかと推測する。
5. Wikiの書き込み内容はどのようなものか
ほとんどの学生が活動報告を書き込むことが
多いと回答している。情報の共有、交換を行
う為にはまず、活動報告を書く事が必須であ
ると考えられるためだと考えられる。他人の
ページへの書き込みを行うという回答は少数
であるがあったため、情報の共有、交換の場
としてWikiが機能したといえる。
6. Wikiにコメントを残したことがあるか
17名中 13名がコメントを残したことがある
と回答した。新しくページへ書き込むことに
比べ、ページに設けられたコメント欄に記入
するコメントの方が手間も少なく気軽に行え
るため、半数以上の学生がコメントを残した
のではないだろうかと考えられる。
7. Wikiにコメントを残されたことがあるか
17名中 14名がコメントを残されたことがあ
ると回答した。前述で半数以上の学生がコメ
ントを残していることから必然的にコメント
される学生は多かった。逆に、コメントを残
されていない学生はWikiを頻繁に利用しい
ない学生であった。このことからコメントの
有無が情報の共有、交換にWikiを利用するた
めの課題の一つになるといえる。
8. Wikiにコメントがあったときどう感じたか
17名中 12名の学生が「嬉しかった」と回答
した。「不快に感じる」といった回答が無かっ
たことから、コメントを残すことに問題はな
く、できるだけ多くコメントを残した方が良
いといえる。
9. Wikiに求める機能はあるか
スケジューリングに関する機能が欲しいとい
う意見が多くみられた。これは卒業研究が年
間を通して行う活動であるため、大まかなス
ケジュールの管理が必要だと考えられるから
だと推測できる。
既にWikiに搭載されている機能であるにも
関わらず、それを求める意見もあった。Wiki
を便利に利用する方法のページの作成も検討
しなければならない。
4 まとめ
本研究では学生の情報共有、交換の場としてWiki
を利用させ、その結果を調査した。
各学生の卒業研究に関する情報が公開されるこ
とで、それに対して他の学生や教員からコメント
を貰うなどの情報の交換が行われた。主要と考え
られるページへの移動方法を工夫し、他の研究室
のWikiを気軽に閲覧できるようにしたり、プラグ
インを追加し、編集作業などの簡略化を行った結
果、Wikiが情報共有・交換の場として活用された。
これらのことから学生の情報共有・交換の場と
してWikiが有効であるといえる。今後はプラグイ
ンの増設、改善などを行い、情報共有・交換の場
としてのWikiの有効性を高める事に努めていく。
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